
社会福祉法人横浜博萌会

2025（令和7)年度事業計画・予算

I 駐本方針

1 利用児・者の人権を尊董し、 健康・安心•安全の生活保障を目指す

2 高度・専門サー ビスの提供と更なるサービスの質向上を目指す

3 感染防止対策の徹底による施設内感染の発生防止を目指す

II 2025（令和7)年度 の課題

1 法人機能の充実•発展

(1) 各施設の老朽化対策の検討・推進

(2) 法人役員の世代交代による組織活性化への取り組みの開始（理事2名交代予定）

(3) 児童心理治療施設の医療体制を強化し、 児童相談所等からの診療要請に即応でき

る体制を整備する（非常勤医の増員、 診療所 機能強化等）

2 各施設の重点課題に対する積極的取り組みの推進

(1) 横浜いずみ学園の教育棟の大規模修繕工事の実施(R7年7月～R8年2月）

(2) 子どもの虹情報研修センタ ー における研修内容の強化と支援組織の人材育成・定

着支援への貢献を図る とともに児童虐待防止へ向けた諸研究への取組を行う

(3) 高齢者福祉センタ ー の業務環境を整備し、感染防止対策を継続するとともに業務

改善委員会活動の強化により、各 事業において効果的なサ ー ビス提供し、収益力

の回復と改善を目指す。 また、 処遇改善策の継続を図り職員確保を目指す。

(4) 川崎こども心理ケアセンタ ー かなで児童の安定的な支援と職員の専門性向上へ

向けた教育研修・育成体制の整備を行いかなで診療所を通じた地域の小児精神医

療への貢献を目指す。

III 理事会・評議員会の開催計画

1 第1回理事会 2025年05月 前年度決算及び事業報告等の承認他

定時評議員会 2025年06月 事業報告並びに計算書類•財産目録の承認他

第2回理事会 2025年06月 理事長、 業務執行理事（常務理事）の選任

第3回理事会 2025年07月 第1四半期事業報告他

第4回理事会・第2回評議員会

2025年10月 中間事業報告・予算執行状況報告他

第5回理事会 2026年01月 第3四半期事業報告他

第6回理事会・第3回評議員会

2026年03月 次年度予算及び事業計画等の検討．承認他

2 その他、 必要に応じ開催

w 法人本部予算（案）の主な増減内容

1 収入では、 経常的に発生する年間の本部運営経費を補填するものとして各施設か
らの繰入金制度 により、 本年度は11,498千円の本部運営維持のため繰入金収入を計

上し、 事業活動収入1,032千円との合計で12,530千円（対前年度比＋2,773千円）

2 支出では、 人件費（今年度は、 顧間及び社会保険労務士を非常勤で配置）、 事務費

等で12,505千円（前年対比＋2,767千円）。資金収支差額25千円。 尚、高齢者福祉セ

ンタ ー の経営収支は回復の兆しはあるものの、今年度も本部繰入は難しく、横浜いず

み学園と川崎子ども心理ケアセンタ ー かなでからの繰人で対応する予定


















